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(57)【要約】
　工具用、特に深絞り機械又はトレイシール機械の下部
工具用のリフティング装置は、フレーム構造と、該フレ
ーム構造に行程運動可能に保持された少なくとも１つの
工具受容部と、前記フレーム構造と前記工具受容部との
間に配置された少なくとも１つの変位変換器とを有して
いる。フレーム構造と、工具受容部とは、少なくとも１
つのトグルレバーリンケージを介して互いに結合されて
おり、この場合、変位変換器は、トグルレバーリンケー
ジに作用する、少なくとも１つのクランク機構を有して
いる。クランク機構は、それぞれ１つの死点の付近で到
達する２つの最終位置を有しており、トグルレバーリン
ケージは、延伸された死点位置を有しており、この場合
、トグルレバーリンケージの延伸された死点位置は、ク
ランク機構の死点位置のうちの一方において得られる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フレーム構造と、該フレーム構造に行程運動可能に保持された少なくとも１つの工具受
容部と、前記フレーム構造と前記工具受容部との間に配置された少なくとも１つの変位変
換器とを備えた、工具用、特に深絞り機械又はトレイシール機械の下部工具用のリフティ
ング装置であって、
　前記フレーム構造（１）と前記工具受容部（２）とは、少なくとも１つのトグルレバー
リンケージ（４）を介して互いに結合されており、
　前記変位変換器（３）は、前記トグルレバーリンケージ（４）に作用する、少なくとも
１つのクランク機構（５）を有していることを特徴とする、工具用のリフティング装置。
【請求項２】
　前記クランク機構（５）は、それぞれ１つの死点の付近で到達する２つの最終位置を有
している、請求項１記載のリフティング装置。
【請求項３】
　前記トグルレバーリンケージ（４）は、延伸された最終位置を有しており、前記トグル
レバーリンケージ（４）の延伸された最終位置は、前記クランク機構（５）の死点位置の
うちの一方において得られる、請求項２記載のリフティング装置。
【請求項４】
　前記トグルレバーリンケージ（４）は、屈曲された最終位置を有しており、前記トグル
レバーリンケージ（４）の屈曲された最終位置は、前記クランク機構（５）の死点位置の
うちの一方において得られる、請求項２又は３記載のリフティング装置。
【請求項５】
　前記クランク機構（５）は、少なくとも１つのクランク軸（６）と、それぞれボールジ
ョイント（７，８）を介して前記クランク軸（６）に枢着された、少なくとも２つのコネ
クティングロッド（９，１０）とを有している、請求項１から４までのいずれか１項記載
のリフティング装置。
【請求項６】
　前記コネクティングロッド（９，１０）の、前記クランク軸（６）とは反対の側の端部
は、それぞれ前記トグルレバーリンケージ（４）のトグルリンク（１１，１２）に結合さ
れていて、カルダンジョイントを形成している、請求項４又は５記載のリフティング装置
。
【請求項７】
　前記ボールジョイント（７，８）は、前記クランク軸（６）の全周にわたって対称的に
配分されて配置されたクランクピン（１５，１６）を有しており、これらのクランクピン
（１５，１６）の運動軌道は、共通の回転平面内に延びている、請求項５又は６記載のリ
フティング装置。
【請求項８】
　前記クランク機構（５）に、該クランク機構（５）のクランク軸（６）に連結された、
少なくとも１つのステップモータが対応配置されている、請求項１から７までのいずれか
１項記載のリフティング装置。
【請求項９】
　前記ステップモータは、ハイトルクモータである、請求項８記載のリフティング装置。
【請求項１０】
　前記フレーム構造（１）と、該フレーム構造（１）に行程運動可能に保持された工具受
容部（２）とは、垂直方向ガイドを介して互いに結合されている、請求項１から９までの
いずれか１項記載のリフティング装置。
【請求項１１】
　前記クランク機構（５）の回転軸線と、前記トグルリンク（１１，１２）のリンク軸線
とは、互いに直角に延びている、請求項１から１０までのいずれか１項記載のリフティン
グ装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フレーム構造と、該フレーム構造に行程運動可能に保持された少なくとも１
つの工具受容部と、フレーム構造と工具受容部との間に配置された少なくとも１つの変位
変換器とを備えた、工具用、特に深絞り機械又はトレイシール機械の下部工具用のリフテ
ィング装置に関する。
【０００２】
　公知のリフティング装置では、変位変換器は、空圧式又は液圧式に操作されるリフティ
ングシリンダとして形成されていて、リフティングシリンダの行程空間は、工具により最
大限に吸収されるべき作業圧に基づいて、寸法決めされている。この作業圧は、特に変形
方法、溶接方法又は切断方法の実施に用いられる。多数の製造プロセスに必要とされる高
い作業圧に基づいて、リフティングシリンダは、相応する大きな行程空間を有している。
これにより、公知のリフティング装置の作業速度は、空圧弁又は液圧弁の性能によって著
しく制限されている。
【０００３】
　従って本発明の課題は、冒頭で述べたリフティング装置の作業速度を、同じ作業圧にお
いて著しく高めることにある。
【０００４】
　この課題は、本発明に基づき請求項１記載の特徴を有するリフティング装置により解決
されている。本発明の有利な改良は、請求項１を引用する従属請求項に記載されている。
【０００５】
　本発明によるリフティング装置は、フレーム構造と工具受容部とが、少なくとも１つの
トグルレバーリンケージを介して互いに結合されており、変位変換器が、トグルレバーリ
ンケージに作用する少なくとも１つのクランク機構を有している、という点において優れ
ている。トグルレバーリンケージは、いわゆるトグル作用を利用しており、このトグル作
用に従って、トグルレバーが完全に延伸された状態では、深絞りプロセス又はシールプロ
セスにより工具受容部に導入された作業圧が、変位変換器の傍らを通ってフレーム構造へ
直接に導出されるようになっている。このようにして、変位変換器は、場合によっては生
じる作業圧を除いた工具受容部の行程運動を表す荷重特性線に関してのみ設定するだけで
よい。工具受容部に導入された作業圧に抗して作用する高性能の変位変換器は、有利には
省くことができる。トグルレバーリンケージに作用するクランク機構は、駆動トルクをで
きるだけ大きな押圧力に変換するために用いられ、この押圧力は、工具受容部のリフティ
ング動作のために、トグルレバーリンケージのトグルリンクに導入され得る。駆動トルク
は、有利には簡単な駆動軸を介して、クランク機構のクランク軸に伝達され得る。低い作
業速度でしか移動しない、高性能のリフティングシリンダは、有利には省くことができる
。本発明の第１の改良形では、クランク機構は、それぞれ１つの死点の付近で到達する２
つの最終位置を有している。これらの最終位置は、最小限の小さな始動トルクを保証する
ので、本発明による装置により、有利には特に小さな駆動トルクでもって高い作業速度を
達成することができる。
【０００６】
　本発明の次の改良形では、トグルレバーリンケージは、ほぼ延伸された最終位置を有し
ていて、この場合、トグルレバーリンケージの延伸された最終位置は、クランク機構の一
方の最終位置において得られる。それぞれ死点位置と結びつけられる、トグルレバーリン
ケージとクランク機構の最終位置を統合することにより、有利には、深絞りプロセス又は
シールプロセスにより工具受容部に導入される作業力も、始動プロセスによりクランク機
構に導入される駆動トルクも、変位変換器の機械的な負荷を招く恐れのない作業位置が得
られる。
【０００７】
　更に、トグルレバーリンケージは屈曲された最終位置を有していて、トグルレバーリン
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ケージの屈曲された最終位置は、クランク機構のその都度他方の死点位置において得られ
る。トグルレバーリンケージの屈曲された最終位置は、有利には休止位置として規定され
、この休止位置から工具受容部は、この工具受容部の作業位置を規定する死点位置から移
動されるよりも高い加速度で移動することができる。最大限の作業速度を達成するために
、トグルレバーリンケージは、その屈曲された最終位置において、好適には９０°の曲げ
角度を有している。
【０００８】
　本発明の特に有利な改良形では、クランク機構は少なくとも１つのクランク軸と、ボー
ルジョイントを介してクランク軸に枢着された、少なくとも２つのコネクティングロッド
とを有している。ボールジョイントによりコネクティングロッドは、必然的に円軌道上で
移動し且つトグルレバーリンケージに位置するコネクティングロッドの作用点に追従する
ことが可能である。但し本発明の枠内で、ボールジョイントはカルダンジョイントに交換
され得る。
【０００９】
　コネクティングロッドとトグルレバーリンケージとの間に位置する作用点は、有利には
、コネクティングロッドの、クランク軸とは反対の側の端部が、それぞれトグルレバーリ
ンケージのトグルリンクに結合されて、カルダンジョイントを成すことにより、形成され
ている。しかしながら原則的には、コネクティングロッドの端部を、それぞれトグルレバ
ーリンケージのトグルリンクに結合して、ボールジョイントを形成することも同様に考え
られる。
【００１０】
　クランク軸支承部の特に小さな負荷は、ボールジョイントが、クランク軸の全周にわた
って対称的に配分されて配置されたクランクピンを有していることによって達成されてお
り、これらのクランクピンの運動軌道は、１つの共通の回転平面内に延在している。この
ような配置において、コネクティングロッドが最終位置間に形成される運動軌道上で互い
にぶつかり合うことを防ぐために、コネクティングロッドは、円弧状、鎌状又は二重に曲
げられた長手方向延在部を有している。クランク機構の縮められた最終位置において、湾
曲された形状の長手方向延在部は、コネクティングロッドが互いに内外で係合することを
可能にし、これにより、コネクティングロッドの衝突が防止されている。
【００１１】
　特に高い作業速度を達成するために、本発明の次の改良形では、クランク機構に、クラ
ンク軸に連結された少なくとも１つのステップモータが対応配置されていることが提案さ
れる。ステップモータは、有利には規定された最終位置の、迅速且つ位置正確で、方向転
換可能な制御を可能にする。但し、特に好ましくは、ステップモータは、永久励起型の多
極同期モータとして、有利には低回転数及び中回転数の範囲に高いトルク密度を有するハ
イトルクモータとして形成されている。
【００１２】
　水平方向のガイド遊びを回避するために、フレーム構造と、このフレーム構造に行程運
動可能に保持された工具受容部とは、垂直方向ガイドを介して互いに結合されている。垂
直方向ガイドは、例えばフレーム構造の縁部側を画成する複数のテレスコープガイドを有
している。
【００１３】
　本発明の特に有利な改良形では、トグルレバーリンケージは少なくとも２つのトグルリ
ンクを有しており、この場合、クランク機構の回転軸線と、トグルリンクのリンク軸線と
は、互いに直角に延びている。
【００１４】
　本発明の１つの実施形態が図面に示されており、この実施形態から本発明の別の特徴が
明らかである。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
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【図１】休止位置にある本発明によるリフティング装置を示す側面図である。
【図２】リフティング動作中のリフティング装置を示す側面図である。
【図３】作業位置にあるリフティング装置を示す側面図である。
【図４】図３に示した作業位置にあるリフティング装置の斜視図である。
【００１６】
　図１には、作業位置にある、本発明によるリフティング装置の斜視図が示されている。
このリフティング装置は、フレーム構造１と、行程運動可能にフレーム構造１に保持され
た工具受容部２と、フレーム構造１と工具受容部２との間に配置された変位変換器３とを
有している。フレーム構造１と工具受容部２とは、トグルレバーリンケージ４を介して互
いに結合されている。ステップモータとして形成された変位変換器３は、トグルレバーリ
ンケージ４に作用するクランク機構５を有していて、このクランク機構５は、図示の作業
位置では、クランク機構５の縮められた死点の付近で到達する、屈曲された最終位置にあ
る。クランク機構５は、クランクディスクとして形成されたクランク軸６と、それぞれボ
ールジョイント７，８を介してクランク軸６に枢着された、２つのコネクティングロッド
９，１０とを有している。コネクティングロッド９，１０の、クランク軸６とは反対の側
の端部は、それぞれトグルレバーリンケージ４のトグルリンク１１，１２に結合されて、
カルダンジョイント１３，１４を形成している。ボールジョイント７，８は、クランク軸
６の全周にわたり対称的に配分されて配置されたクランクピン１５，１６を有していて、
これらのクランクピン１５，１６の運動軌道は、共通の回転平面内に延在している。フレ
ーム構造１と、矢印１７で示したように行程運動可能にフレーム構造１内に保持された工
具受容部２とは、フレーム構造１を画成している４つのテレスコープガイド１８，１９か
ら構成された垂直方向ガイドを介して互いに結合されている。矢印２０は、クランク軸６
の往復運動を示している。
【００１７】
　図２には、リフティング動作中のリフティング装置の側面図が示されており、このリフ
ティング動作では、クランク機構５は、クランク機構５の各死点において到達する最終位
置の間で約９０°だけ回動されており、トグルレバーリンケージ４が、延伸された最終位
置と屈曲された最終位置との間の中間に移動されている。同じ構成部材には、同じ符号が
付されている。
【００１８】
　図３には、作業位置にあるリフティング装置の側面図が示されており、この作業位置に
おいてトグルレバーリンケージ４は、延伸された死点位置を示している。トグルレバーリ
ンケージ４の延伸された死点位置は、縮められた死点位置（図１に図示）に対して、１８
０°の回動角度だけ回動されて達成されている。ここでもやはり、同じ構成部材には同じ
符号が付されている。
【００１９】
　図４には、図３に示したリフティング装置の斜視図が示されているが、変位変換器３と
クランク軸６の部分は断面して示されている。この斜視図では、コネクティングロッド９
が円弧状の長手方向延在部を有していて、クランク軸６とは反対の側の端部でもって、そ
れぞれトグルレバーリンケージ４のトグルリンク１１，１２のうちの一方と結合されて、
カルダンジョイント１３，１４を形成していることが判る。矢印２０は、クランク軸６の
往復運動を示しており、クランク軸６の回転軸線は、両トグルリンク１１，１２のリンク
軸線に対して直角に延びている。
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【図３】 【図４】



(7) JP 2014-505596 A 2014.3.6

10

20

30

40

【国際調査報告】
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